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８ 評価指標と目標 
 

（１） 評価指標の考え方 

 本計画が実効性を持ち適切に運用されているか継続的に確認していくためには、課題解決のた

めの施策・誘導方針（ストーリー）によって、目指す目標及び目標達成により期待される効果を定

量化することが重要です。 

 本計画では、本町が目指すまちづくりの実現の進捗状況や実施する施策の効果を評価するため、

主要課題及びまちづくりの方針（ターゲット）を踏まえた誘導方針（ストーリー）と対応した評価指

標を設定します。 

 

■ 主要課題を踏まえた誘導方針に基づく評価指標 

 



 

 
 
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※４ 本町では今後も郊外部の人口減少が見込まれることから、当該指標についてはこのまま減少していく可

能性もありますが、より安全性の高い居住誘導区域内に新たな市街地整備等を進め、その中での定住

促進を進めていくことで、町全体の人口を確保しながら、災害ハザードエリアに居住する住民の割合を

より一層低減させていくことを目指します。 

 

 

 

 

 

 

（３） 計画の評価・見直し 

 立地適正化計画は、概ね５年ごとに施策の進捗状況について調査、分析及び評価を行い、見直し

を行うことが望ましいとされています。 

 本町においても、概ね５年を目途に計画の評

価・見直しを行うこととし、計画（Ｐｌａｎ）を、実

行に移し（Ｄｏ）、その効果を評価・点検し（Ｃｈ

ｅｃｋ）、必要に応じて改善し（Action）、更に

次の計画（Ｐｌａｎ）へと繋げていく PDCA サイ

クルによる計画の進行管理と改善に取り組み

ます。 

 なお、概ね５年ごとの定期的な評価・見直し以

外にも、成田空港の更なる機能強化や圏央道

の開通に伴う事業の進捗など、本町を取り巻

く社会経済情勢に大きな変化が生じた場合

は、必要に応じて柔軟な見直しを行うことと

します。   

■ PDCA サイクルのイメージ 

※３ 令和６年５月に実施した町民意識調査の「公共交通が充実しているか」との設問に対し、「どちらともいえ

ない」と回答した割合（20.4%）のうち半数が「そう思う・ややそう思う」に転じることを目指して設定して

います。 


